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（４）沿道対策

　①都市計画法

　　a.用途地域

「用途地域及び特別用途地区に関する都市計画の決定・運用について」（平成5 年6月25 日

建設省都市局長通達）により、幹線道路の沿道については、近隣商業地域、商業地域、準工

業地域または準住居地域のうちから適切な用途地域を選定することとされている。

用途地域の種類

（出典）「新しい土地利用計画・規制制度の運用ハンドブック」　平成６年　（財）都市計画協会

12 種類の用途地域のイメージ

（出典）「新しい土地利用計画・規制制度の運用ハンドブック」　平成６年　（財）都市計画協会



16

幹線道路の沿道の地域における用途地域の基本的な考え方

　　（出典）「新しい土地利用計画・規制制度の運用ハンドブック」　平成６年　（財）都市計画協会
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　　b.特別用途地区

基本的には用途地域と重複して用いることにより、目的をもって都市計画を誘導したり、

特別の用途制限を用いて都市の特色を生かしたり、土地利用の有効性を高めたり、あるいは

環境の保護を図るために定めるものである。

従来は政令によって11 の類型が定められていたが、平成 10年の法改正により、市町村が

具体の都市計画において定めることができるようになった。

（参考）　　11種類の特別用途地区の概要

　　　（出典）「新しい土地利用計画・規制制度の運用ハンドブック」　平成６年　（財）都市計画協会


